職務経歴書
200X年X月X日現在

氏名：○○　○○

■職務概要
新卒で○○株式会社（IT系）に入社し、○○・○○業界向けシステム開発にてプログラマとして経験を積んだ後、○○生命保険株式会社へ転職。商品開発・改定における数理業務を主担当とし、企業年金・退職給付債務の計算から保険計理・決算業務まで幅広く担当。日本アクチュアリー会正会員として、ソルベンシー・マージン比率の算定・ストレステスト等の高度専門業務に従事している。
■職務経歴
20XX年X月〜20XX年X月　○○株式会社
◆事業内容：○○・○○業界向けシステム開発
◆資本金：○○百万円
◆従業員数：○○名
20XX年X月〜現在　○○生命保険株式会社
◆事業内容：生命保険業
◆資本金：○○百万円
◆保険料等収入：○○億円
◆従業員数：○○名
	期間
	担当業務

	20XX年X月

〜

20XX年X月
	○○部　年金グループ（部署人数／○○名）

【規模・役割】

プロジェクト人数：○○名、役割：担当者（協働者○名）

【業務内容】

■企業年金・退職給付債務の計算業務

・確定給付企業年金・適格退職年金の責任準備金計算、保険料算定

・退職給付債務計算（PBO・ABO方式）、顧客企業経理部門への説明対応

・計算品質管理：ダブルチェック体制の構築を主導

・月次勉強会を企画・運営（法令・IFRS・会計基準のナレッジ共有）

【成果】

計算品質管理のダブルチェック体制を主導的に構築したことで計算ミスを撲滅し、顧客企業経理部門からの信頼を獲得。月次勉強会の継続実施によりグループ全体の専門知識底上げに貢献し、業務品質の均一化を実現。

	20XX年X月

〜

現在
	○○部　計理グループ（部署人数／○○名　係長級）

【規模・役割】

部署人数：○○名、役割：係長（配下 プロパー○名）

【業務内容】

■生命保険の計理・決算業務

・四半期・年次決算における保険負債の計算・集計、利益分析（支社別損益含む）

・財務諸表（貸借対照表・損益計算書・CF計算書）の作成

・ソルベンシー・マージン比率、IBNR準備金、各種リスク量の計算

・ストレステスト・シナリオ分析、取締役・監督当局への報告資料作成

・新商品発売・保険料率改訂時の数値検証（システム担当と連携）

・決算見込・次年度予算策定、IRレポートへの数値提供

【成果】

ストレステスト・シナリオ分析の精度向上に取り組み、監督当局への報告資料の品質改善に貢献。決算見込精度の改善を通じて経営陣のタイムリーな意思決定を支援し、次年度予算策定の効率化を実現。


■保有資格
・日本アクチュアリー会 正会員（20XX年X月）

・日商簿記○級（20XX年X月）

・TOEIC ○○○点（20XX年X月）
■PCスキル
Excel（VBA・統計関数・大規模データ処理）、Access（DBクエリ設計）、R/Python（統計分析）

■自己PR

日本アクチュアリー会正会員として、企業年金・退職給付債務の計算から生命保険の計理・決算業務まで、幅広い数理業務を一貫して担当してきました。「精度へのこだわり」を仕事の軸とし、ダブルチェック体制の整備や品質管理の仕組みづくりを主体的に推進してきた点が強みです。また、月次勉強会の企画・運営を通じてチームの専門性底上げにも積極的に取り組んでまいりました。高度な数理専門知識と組織への貢献意識を両立させ、計理・リスク管理部門においてさらなる価値を提供できると確信しています。

以上
